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告 19と と も に 解 釈 す べ き2条 (C),
(f),5条 (a)における義務を充足 しておら
ず,よって通報者の権利を侵害 しているとい
う見解を有するものであり,当事国に対して
以下を勧告する｡
(a)通報者について
通報者の権利の侵害の重大さに見あう適
切な補償を提供すること｡
(b)一般
レイプ事件に関する裁判が不当な遅滞な
く行われるよう効果的な措置をとること｡
性犯罪事件の司法手続が不偏,公正であり,
ジェンダーによる偏見やステレオタイプの
影響を受けないよう,広範な措置により確
保すること｡
当事国は,6ヶ月以内に本見解および勧
89
告に関してとられた措置の情報を含む回答
を書面で提出すること｡また,本見解およ
び勧告を公表,翻訳し,広 く配布すること｡
*Hayashi(林)委員による同意意見
当事国の司法的伝統における推定無罪の原則
や被告の二重の危険に対する権利等の尊重は,
多くの男女によって勝ち取られてきたものであ
り,女性の人権に関しても重要な原則である｡
よって,被告の刑事責任について判断すること
は委員会の任務ではなく,通報者によるジェン
ダーに基づ く神話やステレオタイプがなければ
被告は有罪となっていたであろうという主張お
よび委員会は法執行機関,検察,司法における
汚職の問題を取 り上げるべきであるとい う主張
には賛成 しない｡
しかし,本事案において,裁判が実質的に遅
延 し,判決理由がいわゆるレイプ神話に影響さ
れているということには同意する｡また,金銭
的補償に関する勧告については,裁判の不当な
遅延と判決が通報者に被害を与える可能性のあ
る理由に依拠 していることに基づ くものであり,
無罪判決や通報者の経済的損失に対するもので
はないと理解する｡
(担当 :近江美保)
